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令和７年度第３回長野県公共交通活性化協議会 上田地域別部会実務分科会

（概要） 

 

日時：令和７年 12月 15日（月）13：30～14：55 

場所：上田合同庁舎 ６階講堂 

 

１ 開会（事務局） 

 

２ あいさつ（鎌田会長） 

・日頃より公共交通行政にご尽力とご協力を賜り、御礼申し上げる。 

・上田地域別部会では本年度県域ごとに定める地域計画をより実行性のあるものに

更新するため、複数回の実務分科会を開催し議論しているところ。 

・本日はその 3回目として、通院通学の品質保証に必要なバス路線について、地域の

それぞれの拠点間を結ぶ軸を設定するとともに、幹線については適切な路線となっ

ているか検証し、令和８年 2 月に予定する地域別部会に議論をつなげていきたい。 

・皆様の率直な意見をお願いしたい。 

 

３ 委員紹介 

・名簿配布による 

 

４ 共有事項 

・上田地域編の更新に係るこれまでの経過等について 

  ○資料１に基づき、事務局から説明 

 

５ 議事 

（１）上田地域における軸の設定について 

  ○資料２に基づき、事務局から説明 

 

（２）上田地域における幹線について 

  ○資料３に基づき、事務局から説明 

 ○議事（１）及び（２）を一括して質疑応答 

 

【上田バス】 

・観光に関する地域拠点のうち、菅平高原については現在リゾートセンターが拠点と

して設定されているところ。当社で運行する菅平高原線は、観光面に特化した路線

であるが、令和７年 10月１日から終点を須坂市地籍の裏太郎まで延伸した。今後

当該バス停での乗降実績を確認しながら、裏太郎を地域拠点として設定するよう検

討いただきたい。 

 

【事務局】 
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・裏太郎の地域拠点としての設定については「信州型広域バス路線支援制度」の菅平

高原線への適用を視野に入れた上での御意見と認識している。ご承知のとおり、「信

州型広域バス路線支援制度」は、市町村界を跨いで圏域拠点と地域拠点を結ぶ路線

が対象となるが、裏太郎が地域拠点として設定すべき場所であるか、今後の乗降実

績等を踏まえて検証してまいりたい。 

 

【千曲バス】 

・今回の路線の検証については、利用者にとって適切な路線となっているかという観

点で行われているが、事業者にとっても適切かという観点でも検証していただきた

い。当社の路線では青木線の20時台のバスを復活させてほしいという声があるが、

運転手不足や運転手の働き方改革の問題で対応ができていないところ。県や上田市、

青木村から支援していただいているが、バス会社としては採算を確保した上で充実

した公共交通を作っていきたいという思いがある。 

 

【鎌田会長】 

・運転手不足等の観点で、他の事業者様の状況はいかがか。 

 

【東信観光バス】 

・運転手不足の問題については、事業者間でも人材の奪い合いの状況であり、特に小

規模の事業者ではより深刻である。事業者としても地域のニーズに答えたいという

思いがあるので、行政からの支援も視野に入れて進めていただきたい。 

 

【ジェイアールバス関東】 

・当社では令和６年４月に路線の大幅見直しを行い、和田峠北線（長久保線）につい

ては定時定路線バスを朝夕のみとし、日中はデマンド交通に移行する等の変更を行

った。現在、最低限の移動は保証されているが、最適と言えるかは事業者として疑

問である。そのため、運転手不足の問題も踏まえ、現状のままで良いということで

はなく、沿線市町と協議をしながら利便性が上がる対策を行っていくことが大切だ

と考えている。 

 

【鎌田会長】 

・最近では中学校の部活動の地域移行などの動きがある中で、今回の検証では夕方の

便が一部不足しているなどの課題が見えてきたところ。高等学校での最近の部活動

の状況などお聞かせいただけないか。 

 

【上小高等学校長会】 

・中学校では現在部活動の地域移行が進んでいるが、高等学校ではそのような話は出

ていない。特に高等学校は広範囲から生徒が通っているため、地域に移行するのは

難しい状況。各校部員の数が減ってきている状況であるが、部活動についてはこれ

まで通り行われているのが現状である。 



3 

 

 

【上田市】 

・いくつか質問をお願いしたいが、資料の中でデマンドバスという表記とデマンド交

通という表記が混在しているが、何か使い分けがあるのか。 

・また、観光の観点については今後の検討となっているが「円滑な乗継ができるか」

という点は、鉄道とバスなのか、バス同士なのかどちらか。 

・最後に、佐久の地域別部会の分科会において、中仙道線及び丸子線について県の「信

州型広域バス路線支援制度」の対象になり得るとのことで検討が進んでいるようで

あるが、上田の地域別部会でも同様の認識で良いか。 

 

【事務局】 

・デマンドバスとデマンド交通の表記については、特に使い分けはないため、どちら

かに統一するよう修正する。 

・「円滑な乗継ができるか」という点については、県外からの観光客が圏域拠点から

ぞれぞれの観光拠点に接続できるかを検証するため、主に新幹線及びしなの鉄道で

上田駅に到着した場合の接続を確認することになると考える。 

・佐久の地域別部会の分科会において、中仙道線について県の「信州型広域バス路線

支援制度」の対象になり得るとのことで「みなし幹線」とする検討が進んでいるこ

とは承知している。ただし「みなし幹線」化の検討は佐久と上田の両方で行う必要

はないため、上田の地域編においては同路線を「準幹線」と設定している。なお、

丸子線の検討については承知していない。 

 

【鎌田会長】 

・本日、オブザーバーで佐久地域振興局の職員が同席しているため、検討の状況を説

明願いたい。 

 

【佐久地域振興局】 

・中仙道線及び丸子線は、いずれも市町村界を跨いで地域拠点同士を接続する路線の

ため「準幹線」の扱いであり、本来「信州型広域バス路線支援制度」の対象とはな

らない路線である。 

・しかし、中仙道線については、立科町から上田市内の通学等で多く利用されている

実態があり、終点の大屋駅からは鉄道を使って上田駅に接続できるため、特例的に

対象とできないか検討したところである。次回の部会で上程し、承認されれば「み

なし」幹線となる。 

・なお、丸子線については、圏域拠点である上田駅に直接つながる路線ではないため、

「みなし幹線」の対象とはならないと整理している。 

 

【鎌田会長】 

・令和７年度は通院・通学の移動保証について３回の分科会により検討を進めさせて

いただいた。令和８年度は観光の移動に関する検討を進める予定であるが、今後に
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向けた期待などあれば。また、その他の点でも良いがこの際ご発言があれば。 

 

【青木村】 

・最適なバス路線について、事業者からの目線という点について非常に重要であると

感じた。青木村では、上田市とともに利便増進実施計画を策定し、10 月１日から

ダイヤ改正を行ったところ。今後乗車率等、状況を注視してまいりたい。 

・青木線の上田駅 20時台発の便の復活に向け、行政としてできる支援を考えていき

たい。 

 

【しなの鉄道】 

・しなの鉄道では、令和７年９月に軽井沢観光協会及び妙高ツーリズムマネジメント

と広域観光に関する連携協定を締結したところ。そういった中、沿線の皆様にも観

光に来ていただきたいという考えがあり、具体的な検討は今後であるが、引き続き

関係者の皆様のご協力をお願いしたい。 

 

【上田電鉄】 

・観光客の誘致は鉄道会社だけではできないため、観光協会や沿線との連携が重要で

ある。 

・当社ではインバウンドの観光客が目に見えて増加しているような状況ではないた

め、ＪＲ様やしなの鉄道様と様々な形で連携できればと考えている。 

 

【上小タクシー協会】 

・上田地域ではインバウンドの関係は特に目立った動きはない状況。白馬や軽井沢な

ど他地区の事例を研究し、取り入れられるものがあれば検討していきたい。 

 

【千曲バス】 

・運転手不足の解消のため、全国的に外国人採用を視野に入れる必要が出てくること

が想定される。その中で、日本の文化等を理解した人材を確保しようとすると１人

あたり 300 万円程度のコストがかかると言われている。こういった点についても

行政の支援を今後検討いただきたい。 

・また、確認であるが、令和８年度に検討する観光の部分というのは、あくまで幹線

としての品質保証という意味合いでのもので良いか。宿泊税を活用した支援とは別

の話か。 

 

【事務局】 

・観光に関する路線の検証については、今回通院・通学で実施したように、上田管内

の観光地へどのように接続するかを検討し、幹線については品質の確認を行ってい

く流れを想定している。 

・宿泊税の活用については、まだ事務局にも情報がない状況である。 
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【交通政策課】 

・事務局の回答に補足であるが、令和８年度の観光に関する路線の検証について、今

回実施した通院・通学の検証と同様の流れで行うかは、まだ定まっていない状況で

ある。できれば令和８年３月の本体協議会で方向性をお示しできればと考えており、

その際は改めて連絡させていただく。 

 

【鎌田会長】 

・各主体から様々な御意見をいただき感謝。本日の議論において、上田地域の通院・

通学における品質が保証され、また、上田地域の幹線が適切な路線となっているこ

とを確認できた。今後、これまでの分科会の議論をもとに、上田地域編の更新案を

作成し皆様に共有させていただきたい。 

・委員の皆様におかれては、当該更新案をご確認いただくとともに、令和８年２月に

予定している上田地域別部会に向け、部会の委員様への情報共有をお願いしたい。 

 

６ その他 

 なし 

 

７ 事務連絡（事務局） 

次回の地域別部会の日程については、決まり次第ご案内します。 

 

閉 会（14：55） 

 


